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1.はじめに

　2019 年 3 月に UNIVAS（大学横断的かつ競技
横断的統括組織）が設立された。UNIVAS が設
立された背景は，大学全入時代に伴い，今までと
は異なる学力層の学生が大学に入学するように
なったことが考えられる。スポーツ推薦等で大学
の学力には及ばない状態で入学し，学業について
いけない，スポーツばかり行い授業にほとんど参
加せず単位取得が難しいなどの問題が山積みと
なっていた。一方，NCAA（全米大学体育協会）
は学業を疎かにすれば。練習や試合に出場できな
いなど文武両道を実現されたシステムが現在も維
持されている。そこで，大学スポーツ界に存在す
る問題点を解決するため，学生アスリートの学業
環境の充実を図るとともに，学業とスポーツの両
立を目指し，大学スポーツの発展を実現すること
を目標として，UNIVAS を立ち上げることになっ
た。UNIVAS の設立理念（11）は，「大学スポーツの
振興により，卓越性を有する人材を育成し大学ブ
ランドの強化及び競技力向上を図る。もって，我
が国の地域，経済，社会の更なる発展に貢献す
る」と定めている。
　また，UNIVAS の実現に向けて，大学スポー

ツの在り方を見つめ直し，大学におけるスポーツ
教育やカリキュラムを充実させること，課外活動
の運営・学業・キャリア形成などの支援を行うこ
とにより，スポーツを取り組む学生へのより良い
環境を提供することに着手している。そして組織
的な整備と同時に，他大学，他競技間の選手とス
タッフの交流する機会や講習会などの学習する機
会を設けることにより，社会で活躍できる人材の
育成にも取り組んでいる。文部科学省（3）は，この
ような取り組みを推進するために，大学スポーツ
の振興に向けた基本的な考え方を元に大学トップ
層がスポーツの価値について認識を深めるような
働きかけが重要となると示している。
　西川ら（7）によれば，大学のスポーツ環境の問題
は大学スポーツが教育機関であるという観点か
ら，競技力向上のために今後のアスリートを取り
巻くスポーツ環境の構築を目指した検討が必要で
ある。大学のスポーツ環境には，部活動が活動し
ていく中で様々な要因があり，多くの大学アス
リートが恵まれた環境で活動できることを望んで
いる。大学アスリートのスポーツ活動は，基本的
には大学内のスポーツ施設で行われ，部活動に
よってスポーツ環境に違いはあるが，与えられた
環境で競技力向上に励んでいる。それらのスポー
ツ環境の満足度を調査し，実態や改善策を明らか
にすることは，今後の大学スポーツが発展するた
めに必要なことである。
　そこで，大学スポーツにおけるアスリートの実
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態を明らかにするために，本学を対象にして本研
究を進めた。強化指定部という形でスポーツ強化
に重点を置きながら，大学運営をしている点にお
いて現在求められている大学スポーツにおけるス
ポーツ環境，大学アスリートの実態を把握するに
は適切だと考えたためである。本学の強化指定部
の設立に着目すると，男子フットボールクラブが
1990 年，男子バスケットボール部が 2003 年，女
子バスケットボール部が 2005 年，女子バレー
ボール部が 2013 年に創部し活動をしている。
2015 年 4 月にアスリートセンターが設立され，
男子フットボールクラブ，男子バスケットボール
部，女子バスケットボール部，女子バレーボール
部の 4 つの部活動が強化指定部として認められ
た。アスリートセンターの組織理念として，経
営，教育，強化の三位一体を目標に取り組んでい
る。また 4 つの強化指定部を，総合的に指導を行
いクラブの総合力の向上と大学の発展を目指すと
ともに，近隣の学校をはじめ地域と連携してス
ポーツの普及や地域貢献を目的としている。束原
ら（12）の報告と同様，クラブ活動を通してより豊
かな人間性を備え，学業と競技を両立させること
により，一般学生の模範となる学生を育成するこ
と，競技成績の向上をもって本学自体のブランド
力を高めることを目標としている。
　競技力の向上をもってブランド力を高めるとい
う点においては，本学男子バスケットボール部
OB のオリンピック出場が挙げられる。出場した

種目は新種目の「バスケットボール 3x3」（8）であ
り，カテゴリーとしてはアーバンスポーツとして
分類される。2020 東京オリンピックではアーバ
ンスポーツ「都市型のスポーツ」（10），つまり，こ
れまでは「遊び」というカテゴリーで見られてい
たものが，人々にスポーツとして認められた。
アーバンスポーツは，エクストリームスポーツと
いう速さや高さを極限まで追求し，華麗な離れ業
を競い合うなどの目まぐるしい展開が繰り広げら
れるスポーツの一種である。東京大会でもアーバ
ンスポーツの中から正式種目として種目が追加さ
れた。その新種目の中の「バスケットボール
3x3」において，本学の男子バスケットボール部
OB 保岡龍斗選手が出場を果たした。オリンピッ
ク選手を輩出した本学として，第 2 の保岡選手が
出るためにもスポーツ環境を整備し，大学スポー
ツの在り方などをさらに検討していく必要があ
る。部活動強化という視点で，オリンピック選手
を輩出している大学が，スポーツ環境の学生満足
度やニーズに言及している研究は少ない。
　そこで，本学のスポーツ環境の実態と学生の
ニーズを明らかにすることは，大学に求められる
学生支援のために重要であると考えられる。

2．目的

　本学の 4 つの強化指定部を対象に，スポーツ環
境に対する満足度の実態とクラブ間の相違を明ら

表 1　調査対象者の属性
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かにすること，また，ニーズを明らかにすること
を目的とした。

3.方法

　本学の 4 つの強化指定部の 260 名の部員に
Google Form を用いたアンケート調査を行った

（表 1）。質問項目は，先行研究を参考に，満足度
に対する全 29 項目（5 段階尺度），ニーズ調査に
関する 2 項目（自由記述）とした。全体の満足度
は，平均値と標準偏差で評価した。クラブ間の比
較は，対応のない一元配置分散分析と Tukey 法
による多重比較を行った。統計処理には IBM 
SPSS Statistics 25 を用い，有意水準は 5％未満
とした。ニーズ調査では，KH coder を用いて頻
出語の抽出を行った。

4.結果

　満足度の総合的評価は，5 点満点中 3.9 ± 0.9
点であった。満足度の評価が高かった区分（全て
4.0 点以上）は「施設」，評価が低かった区分（全
て 3.7 点以下）は「練習時間」であった。
　クラブ間の比較では，満足度の総合的評価得点
および 15 項目の得点に有意差が認められた。ま
た，満足度の総合評価得点は「練習内容」や

「チーム内状況」の得点と関連が見られた。
　ニーズ調査の自由記述において出現回数の多
かった頻出語は，「栄養」と「練習」であった。

5.考察

（1）満足度の実態とクラブ間比較

　本研究において，スポーツ環境に対する全体の
満足度（全 29 項目および総合的評価）について，
クラブ間の比較を行った結果，総合的評価の他に
15 項目において有意な差が認められた。それら
の項目を区分すると，スポーツ施設，指導者，練
習時間，練習内容，チーム，トレーニング，食
事，コロナ，総合の 9 つに分類した（表 2）。
　全体の満足度を区分別で見てみると，「施設」

に関する満足度が高いことが示され，4 つの強化
指定部は充実した施設で活動を行えていることが
推察できる。その中で，女子バレーボール部は競
技に用いる用具とスポーツ施設の広さ（体育館，
グラウンド等）の 2 つの項目に関して，他の部活
動よりも満足度が低かった。女子バレーボール部
は，4 つの強化部指定部の中で唯一専用のスポー
ツ施設がなく，サークル活動と施設を共有してい
るため，練習時間の制限が多く，練習用具の準備
や後片付け等にも時間を取られている。さらに，
公式のバレーボールコートとして十分確保できて
いないことが満足度の低下に繋がっていると考え
られ，西川ら（10）の報告と同様な見解を示した。
　一方，満足度の低い区分は「練習時間」であっ
た。練習時間の項目は，1 週間あたりの練習日数，
チーム練習の時間，自主練習の時間，練習の休日
日数であった。各クラブの置かれているスポーツ
環境を踏まえ，練習時間に関しての見直しや改善
策の検討をする必要性が示された。また，伊藤ら（1）

の報告と同様に，練習時間については指導者と選
手間でコミュニケーションを取り，コンセンサス
を高めることで満足度の改善に繋がると考えられ
る。クラブ別では，男子バスケットボール部と男
子フットボールクラブは，女子バスケットボール
部と女子バレーボール部に比べると，部員数が多
く，体育館，グラウンド，トレーニング場などを
使用できる回数や時間が限られてしまうことも，
満足度の低下に繋がっていると考えられる。
　クラブ間比較において，4 つの強化指定部の中
で満足度が，最も高いクラブは女子バスケット
ボール部であり，最も低いクラブは男子フット
ボールクラブであった。特に総合評価の最も低い
男子フットボールクラブでは，「練習内容」や

「チーム内状況」の項目に差が見られた。クラブ
間の差がある練習内容とチーム内状況に関する項
目については，男子バスケットボール部，女子バ
スケットボール，女子バレーボール部は，練習内
容を理解し日頃の練習に取り組めていることや，
チーム内状況における人間関係やリーダーシップ
などが構築されており，選手間で良いコミュケー
ションを取れていることが，競技成績に繋がって
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いる要因だと考えられ，外山ら（13）と同様の見解
を示した。一方，男子フットボールクラブは練習
内容について選手と指導者が共通理解を深め，競
技力向上を図るための練習やトレーニングを行う
ことが重要である。また，チーム内状況における
人間関係の構築やリーダーシップ，コミュニケー
ションを積極的に行い，練習や試合を取り組む必
要がある。島本ら（9）によれば，目的や目標に向
かって挑み続けるアスリートは，経験を通じてラ
イフスキルを効果的に獲得することができる環境
にあると報告している。
　本研究の結果から，スポーツにおける満足度を
得るためには，他者との関係性を重要視する必要
がある。そのため，コミュニケーションの必要性
は，深見ら（2）の報告同様，チーム力向上および競

技力を高める重要な要因と捉えられ，スポーツ環
境を構築していく必要があると考えられる。
　また，西川ら（7）は，集団競技と個人競技，体育
系サークル群と運動部群との比較を行っている。
本研究では，本学の 4 つ強化部指定部を対象にク
ラブ間の比較を行っており，比較する対象群に相
違があるため直接的に先行研究と比較検討を行う
ことはできないが，スポーツ施設，競技に用いる
用具やトレーニング設備，器具，指導者，練習時
間，練習やトレーニング，食事のサポート，チー
ムの部員数，チーム内における人間関係，コミュ
ニケーションなど，満足度に差が見られる内容
は，西川ら（7）と同様な傾向が見られた。
　そして，本研究では，全体の満足度の区分にお
いて「施設」に関する満足度が高く，「練習時間」

表 2　強化指定部の満足度
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に関する満足度が低いことが示された。つまり，
「ハード面」よりも「ソフト面」に課題があるこ
とが推察された。またクラブ間の比較では，総合
的評価にクラブ間の差が認められ，「練習内容」
や「チーム内状況」への評価の差と関連する可能
性が推察された。このことは，大学に求められる
学生支援の新たな知見になり得ると考えられる。
　以上のように，大学アスリートにおいてスポー
ツ環境を取り巻く様々な要因が存在し，スポーツ
の満足度に大きく影響していることが示唆され
た。今後は大学アスリートを取り巻くスポーツ環
境の構築を目指した検討が必要と考えられる。

（2）部員のニーズ

　元嶋ら（4）は，コンディショニングや身体的ト
レーニングのニーズが多く見られたことを報告し
ている。本学の強化指定部のニーズ調査の結果，
競技力向上のために受けたい講習会や知りたい情
報として，栄養についての情報を求めていること
が示された。大学生アスリートとして競技力向上
のために自分自身の体を知り，強靭な体を作りあ
げることは非常に重要であると考えられる。これ
までの研究において，大学スポーツ選手の私生活
に影響を及ぼす要因と食生活の実態などが報告さ
れている（5）（6）。また，実家暮らしの学生は家族の
サポートを受けられるが，1 人暮らしや寮生活の
学生は自分自身で食事や栄養の管理をしなくては
いけない。大学生アスリートは，身体活動量が激
しく多くのエネルギーや栄養素が必要となると，
認定 NPO 法人フートドバンク山梨（6）も報告して
いる。
　また，全体の満足度において，食事摂取状況は
満足度が高く，栄養講習会の頻度については低
かったことからも，「栄養」に関する専門的な教
育を求めていることが示された。栄養士を招いた
講習会などを受けることで，大学アスリート自身
が栄養に関する知識を得ることができる。そし
て，大学アスリートとして適切な食生活に繋が
る。大学のスポーツ環境を整える上で，大学生ア
スリートの食生活に関する支援が必要であると考
えられる（表 3）。

　次に，競技力向上のために大学に望むことし
て，「練習」について求めていることが示された。
時間，トレーニング，自主など，練習内容に繋が
る回答も少なくはなかった。コロナ禍の影響は本
研究では言及できないが，スポーツの活動自粛な
ど，コロナ禍は大学生活に大きな変化をもたらし
ていると考えられる。また，今まで当たり前のよ
うに行えた練習や練習試合などは，様々な制限が
ある中で活動再開となってきたが，神田ら（2）の報
告のように，コンディションやモチベーションの
維持が非常に難しいと考えられている。コロナ禍
の困難な状況下のみならず，大学生アスリートの
在り方や大学スポーツの価値を見つめ直し，選手
同士で課題や悩みを共有し，解決に向けた場を生
み出していく必要があると考えられる。つまり，
指導者と選手間で，「練習内容」や「練習時間」
に関するコンセンサスを高めることが重要である
と考えられ，伊藤ら（1）の先行研究を支持するもの
であった（表 4）。

6.結論

　本研究において，本学の 4 つの強化指定部のス
ポーツ環境に対する実態調査を行い，以下のこと
が明らかとなった。
 1）全体では，「施設」に関する満足度が高く，

表 3　競技力向上のために必要な情報 
（頻出語上位 5項目）

表 4　競技力向上のための大学への要望 
（頻出語上位 5項目）
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「練習時間」の満足度が低かった。
 2）満足度の総合的評価についてクラブ間の差が
認められ，「練習内容」や「チーム内状況」に関
する項目への満足度と関連することが推測され
た。
 3）大学に対するニーズ調査では，「栄養」に関
する講習会の開催や「練習時間」等の見直しに関
する要望が示された。

7.本研究の限界と今後の課題

　本研究の限界としては，本学の強化指定部のみ
を対象としたこと，また，クラブ間のみの比較で
あったことが挙げられる。
　具体的には，競技力向上を目指している他大学
の調査も必要であることは言うまでもない。ま
た，各クラブの学年別の比較やコロナ禍における
活動についての調査を行っていない。学年の属性
による調査を実施することは，学年による相違を
把握することが可能となり，大学アスリートの実
態をさらに掘り下げることができると考えられ
る。
　本研究で明らかになった学生のニーズについて
は，強化指定部の指導者やスタッフへフィード
バックを行い，競技力向上に繋がる支援策の一助
として活用できると考えられる。また，外部の専
門家，プロ選手，指導者を招いて講演会や現場指
導などを開催し，学生のニーズがどのように改善
されたかを調査することで，大学アスリートの満
足度を高める効果的な取り組みを評価できると考
えられる。継続的な調査の実施については，今後
の課題としたい。
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